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この度、旭高等学校に着任いたしました学校長の梅田俊輔と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。着任してまず感じられたことは、学校を取り巻く環

境の豊かさでした。旭区は横浜市内で一番の緑地面積を誇ると聞いておりました

が、周囲の木々が風に揺れる音、鳥のさえずりなどを聞いていると、しばし喧騒

を忘れて緩やかな時間の流れを感じ、ほっとする気持ちになります。そんな恵ま

れた環境の中、生徒たちの成長のため存分に力を発揮しようと決意を新たにした

ところです。  

旭高校は昨年 50 周年という記念すべき年を迎え、無事に記念式典も執り行いました。この間、地域の

方々の温かいご支援に支えられ、多くのご協力をいただきました。ここに改めて感謝申し上げます。令和

９年度に実施される横浜旭陵高校との再編統合も近づいてきましたが、今後は新校の設立に向けてピッチ

を上げていかなければなりません。旭高校はこれまで文武両道を目指し、いくつかの部活動で全国大会に

出場するなど大きな功績を残してきました。そうした活躍をこれからも地域の方々に届けられるよう、職

員一同、精進してまいります。今後ともどうか温かい目で旭高校を見守っていただけたらと存じます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 はじめまして、この４月に旭高等学校に着任した副校長の小松平と申します。  

旭高等学校は昨年度 50 周年を迎えたとのことで、これまで多くの卒業生を送り出

してきた伝統ある学校なのだなと感じています。先日、50 周年記念事業の締めく

くりとして、校庭に桜の木を植樹するという機会に恵まれました。ここから大き

く育ち、次世代の生徒や職員、来校される方々の目を楽しませてくれるようにな

れば…と願いながら、生徒会役員の生徒たちと一緒に苗木に土をかけ、水やりを

しました。植物や花を育てるということは、人を育てることにも似ていると思い

ます。ぐんぐん枝や葉を伸ばしていくものもあれば、じっくり時間をかけて少し

ずつ伸びていくものもあります。これから旭高等学校の生徒たちがそれぞれのペースで成長していくのを

職員ともども支援してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。  
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  ４月８日（月）に第 52 回入学式が行われました。体育館が耐震工事で使用できないため、相模女子大

学グリーンホールで行いました。 

多くの保護者の方々に見守られる中、新入生 319 名が校長からの入学許可を得て無事に旭高校の生徒と

なりました。新入生は少し緊張した様子でしたが、明るい表情で入学式に参加しました。地域の皆さま、

どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月５日（金）に新２・３年の始業式を行いました。教室に設置されたモニターを利用して、オンライ

ン配信により行いました。新クラス発表・新担任・副担任発表などもあり、久しぶりに生徒の笑顔が見れ

ました。新着任の職員紹介も行われ、今年は桜が満開の中、気持ち良く新年度をスタートすることができ

ました。 

また、創立50周年記念植樹式が行われ、生徒会役員と一緒に３本の桜の木を植樹いたしました。３本の

桜の木の成長と共に、新校に向けて旭高校の更なる成長・発展を祈願いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 52回 入学式 

始業式 ・ 創立 50周年記念植樹式 
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